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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：中心体の複製に必要。CEP97と連携し、繊毛組み立てプログラムの抑制に関与する。正しい紡錘体形成に必要であり、CALM1およびCETN2と連携して細胞質分裂およびゲノム安定性の調節に関与する。,誘導：細胞周期のG1期からS期への移行中にアップレギュレーションされる。S期に最も高いレベルが観察され、その後レベルは著しく低下する。,PTM：CDKによってリン酸化される。,サブユニット：CALM1、CETN2、およびCEP97と相互作用する。,組織特異性：精巣で高発現する。脾臓、胸腺、前立腺、小腸、結腸、および末梢血白血球では中程度のレベルで検出される。,機能：中心体の複製に必要。CEP97と連携し、繊毛組み立てプログラムの抑制に関与する。正しい紡錘体形成に必要であり、CALM1およびCETN2と連携して細胞質分裂およびゲノム安定性の調節に関与する。,誘導：細胞周期のG1期からS期への移行期に上昇制御される。S期に最も高いレベルが観察され、その後は著しく減少する。,PTM：CDKによってリン酸化される。,サブユニット：CALM1、CETN2、CEP97と相互作用する。,組織特異性：精巣で高発現する。脾臓、胸腺、前立腺、小腸、結腸、末梢血白血球では中程度のレベルで検出される。,
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	パラフィン包埋ヒト肺扁平上皮癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈（4℃で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、45分）。

